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2017年版	教員養成音楽科モデル・コア・カリキュラムの提案†
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これは、日本教育大学協会全国音楽部門大学部会会員により構成された音楽科モデル・カリキュラム検討
委員会委員による共同研究である。本論文は、2007年の「音楽科モデル・コア・カリキュラム」（日本教育
大学協会モデル・コア・カリキュラム検討プロジェクト	2007）を検討した上で、2016年12月の答申（文部
科学省中央教育審議会	2016）、2017年3月の新学習指導要領、教員免許法改正の方針等を踏まえ、2017年版

「音楽科モデル・コア・カリキュラム（小・中学校）」を「音楽科教員養成コア・カリキュラム構造図」とと
もに提案する。提案の位置づけ・方向性の一つとして「教科専門（7科目）」「教科教育」という分野ごとの
区分からの脱却を挙げ、教員として身に付けるべき資質・能力の中でも分野横断的で密接に関連し合う「基
礎的知識・基本的技能」を礎に、更に、分野の相互関連によって生み出される学びなど、音楽科を総合的に
捉える視点からカリキュラムの項目を検討していくことで項目の統一的把握を目指している。

キーワード：モデル・コア・カリキュラム、「教科専門」と「教科教育」の架橋、アクティブラーニング

1．�2007年版「音楽科モデル・コア・カリキュラム」
の検討

ここでは、2007年作成の「音楽科モデル・コア・
カリキュラム」について現職教員を対象としてアン

ケート調査・分析を行い、このカリキュラムの妥当
性及び課題について明らかにしていく。

（1）現職教員を対象としたアンケート調査分析
調査時期は2016年3月1日～ 4月2日、調査対象

者は宇都宮大学、三重大学、山口大学、鹿児島大学
を中心とした教育学部音楽科（音楽専攻）卒業生
122名の現職教員である。内容は、2007年作成の「音
楽科モデル・コア・カリキュラム」の項目に平成20
年の学習指導要領及び「教職実践演習」に係る項目
を加えた33項目の多肢選択、自由記述の方式である。

項目の因子分析及び自由記述のテキストマイニン
グの結果、次のことが明らかになった。

①分析結果
・第1因子：指導法の工夫、第2因子：授業技術、

第3因子：教科書の理解と学習の組み立て、第4
因子：基本的な知識（教材曲、音楽の仕組み、音
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楽的事象）、第5因子：基本的な知識（伴奏付け、
作編、教材開発、管弦打楽器）と命名した。

【表1　プロマックス回転のパターン行列】

・第1因子～第3因子と「教職実践演習」の確認指
標（教科書の理解と学習の組み立て、授業技術、
指導法の工夫）はほぼ一致したことから、項目に
相関関係があると言える。

・第4・第5因子は「基本的な知識」の項目である
が、指導案に係る項目は1、2で収束しているこ
とからこれを確認指標「指導案作成の力」に入れ
るべきか、検討が必要である。

②考察
ここでは、項目の因子分析及び自由記述のテキス

トマイニングの結果について考察していく。

・指導案を作成する力（項目2）は、20代男性教員が
他の年代と比べて必要性を感じていないことが明ら
かになった。（グラフ1参照）自由記述のテキスト
マイニングによる結果から、20代教員は「演奏技
能」を重視していることが背景にあると考えられる。

・形容詞句の使用の観点からは、20代教員が「簡
単」「役立つ」、50代教員が「深い」など、年齢
区分によって、重視する教育上の価値観が異なる

ことが推察される。	
・校種による名詞の分析では、小学校教員は音楽の

授業づくり、中学校では指導や教材、高等学校で
は音楽教員としての専門性と教員の職能のバラン
スを重視する記述がある。

1：20代　2：30代　3：40代　4：50代
【グラフ1　項目2の分析結果】

（2）今後の課題と方向性
2007年版「音楽科モデル・コア・カリキュラム」

の項目をもとにアンケート調査を実施・分析した結
果、次の課題が明らかになった。

・どういう教師を育てるべきか
・メタ的な力量と実際的な力量のいずれも持ちうる

教員の指導力の検討
・「教科専門」と「教科教育」の統合
・能動的学修（アクティブラーニング）など、「何を

扱うか」のみならず「いかにして学ぶか」に留意
・到達目標だけでなく、教員になってからの力量形

成を含めた「学部段階の養成教育」の果たす役割
の明確化（基本的な知識技能、教育活動として展
開していく表現力、自らの課題を発見し対応する
力、絶えず自己を高めようとする力）

・教員養成教育に係る政策動向の変化の見極め

以上の内容を踏まえて、2017年版「音楽科モデル・
コア・カリキュラム（小・中学校）」及び「音楽科教
員養成コア・カリキュラム構造図」を提案していく。

2．音楽科モデル・コア・カリキュラムの提案

（1）音楽科モデル・コア・カリキュラムの在り方
文部科学省は、国立教員養成大学・学部、大学院、
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附属学校の改革に関する有識者会議資料「国立教員
養成大学・学部におけるカリキュラムの在り方」

（2017）において、次の方針を示している。
まず、「教員養成の質保障と高度化」であり、具

体的な課題として「学習指導要領改訂への対応」と
「教師の実際の業務の総体に対応できる力の育成」
を挙げている。

次に、「『次世代の学校』（チーム学校等）を支え
ていける教員養成の在り方」であり、具体的な課題
として「将来起こり得ることに対応できる力の養成」
を挙げている。
「音楽科モデル・コア・カリキュラム」を提案す

るにあたって、この方針を踏まえて検討していく。

（2）モデル・コア・カリキュラムの「コア」とは
教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討

会（2016）において、「教職課程コアカリキュラム」
は「教職課程で共通的に身に付けるべき最低限の学
修内容」と定義されている。つまり、「コア（カリキュ
ラム）」は「教員として共通的に身に付けるべき最
低限必要な基礎的・基盤的（学修内容）」と捉える
ことが妥当であろう。したがって、各大学において
は、コアカリキュラムの内容に加えて、その自主性
や独自性、地域のニーズに対応した教育内容が求め
られている。各大学でカリキュラムやシラバスを作
成するにあたって、本論文で提案する「音楽科モデ
ル・コア・カリキュラム」を「コア」として検討し
た上で、有効に活用して欲しいと考える。

（3）音楽科モデル・コア・カリキュラムの方向性

①「教科専門（7科目）」と「教科教育」の架橋
2007年作成の「音楽科モデル・コア・カリキュ

ラム」は、教職実践演習の枠組みで全教科がカリキュ
ラムを作成したため、各項目は分野ごとではなく融
合された形で示されたことは評価できる。ただし、
各分野の文言統一や項目数、内容について検討し直
しが必要と判断した。「知識」「技能」は、区切りを
破線にすることで主に教科に関する科目が横断的に
関連して育む力量を示し、それぞれソルフェージュ、
声楽、器楽、指揮法、音楽理論、作曲法、音楽史の
項目順となっている。「教科専門」と「教科教育」
の架橋は、構造図も参照されたい。

②音楽科モデル・コア・カリキュラムの枠組み
2017年版「音楽科モデル・コア・カリキュラム」は、

「教職実践演習」の枠組み（「指導案作成の力」「教
科書の理解と学習の組み立て」「授業技術」「指導法
の工夫」）を検討した上で、音楽科としての技能と「授
業技術」の棲み分けを明らかにするために、枠組み
を「（7科目が横断的に関連する音楽の）知識・技能」、

「学習指導要領の理解」「音楽科の指導方法及び授業
設計」とまとめ直した。後者2つの確認指標には、
文部科学省教職課程コアカリキュラムの在り方に関
する検討会（2017）のコアカリキュラム案に示され
た項目を挿入した。

③教員免許法改正・新学習指導要領への対応
教員免許法改正によって、教科、教職、教科又は

教職に関する科目の3区分が廃止され、「教科及び
教科の指導法に関する科目」とまとめられたことか
ら、「音楽科モデル・コア・カリキュラム」も枠組
みを統一して示した。また、この科目においてアク
ティブラーニングの視点を導入するにあたって、枠
組みに「学習形態・学習理論」を新設した。「学習
形態」としては講義、演習の他、フィールドワーク、
実地体験の工夫、グループディスカッション、ディ
ベート、グループワークを示し、「学習理論」とし
ては発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習
等を例示した。これは、実践・演習重視の授業にシ
フトすることを表しており、今後さらに具体的な検
討が必要である。

3．音楽科教員養成コア・カリキュラム構造図の提案

構造図を作成するにあたって、「教員養成・研修　
外国語（英語）コア・カリキュラム【ダイジェスト
版】」を主に参照した。

本論文において提案した構造図は、「音楽科におい
て児童・生徒の資質・能力を育成するための知識・技
能、授業の組み立て及び指導・評価の指導力を身に付
ける」には、どのようなコア・カリキュラムで教員養
成を行うべきか、という全体の構造を示している。

まず、文部科学省教育課程部会（2016）「芸術ワー
キンググループによる審議の取りまとめについて」
を検討し、「音楽科において児童・生徒が身に付け
るべき資質・能力」を明らかにした上で、構造図左
側に示した。また、「音楽科モデル・コア・カリキュ
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鍵

盤
楽

器
, 
和

楽
器

、
電

子
楽

器
、

諸
外

国
に

伝
わ

る
楽

器
な

ど
）

の
基

礎
的

な
技

能
を

持
っ

て
い

る
。

 
合

奏
指

導
の

基
礎

的
な

技
能

を
持

っ
て

い
る

。
 

伴
奏

付
け

に
関

す
る

基
礎

的
な

技
能

を
持

っ
て

い
る

。
 

歌
い

な
が

ら
伴

奏
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

授
業

で
機

能
す

る
伴

奏
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

曲
調

に
応

じ
た

伴
奏

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
指

揮
に

関
す

る
基

礎
的

な
技

能
を

身
に

付
け

て
い

る
。

 
音

楽
を

理
論

的
に

分
析

・
考

察
す

る
基

礎
的

な
技

能
を

持
っ

て
い

る
。

 
理

論
的

な
分

析
・

考
察

力
を

表
現

及
び

鑑
賞

の
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

 
作

曲
・

編
曲

に
関

す
る

基
礎

的
な

技
能

を
持

ち
、

簡
易

な
作

品
を

成
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

作
曲

・
編

曲
に

関
す

る
知

識
・

技
能

を
、

教
材

開
発

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

音
楽

史
の

基
本

的
な

知
識

を
理

解
し

た
上

で
、

そ
れ

を
自

分
の

言
葉

で
表

現
で

き
る

。
 

歴
史

的
・

文
化

的
な

考
察

力
を

、
表

現
及

び
鑑

賞
の

指
導

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
音

楽
科

の
目

標
及

び
内

容
を

理
解

し
て

い
る

か
。

 

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
音

楽
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

 
表

現
（

歌
唱

、
器

楽
、

音
楽

づ
く

り
）

及
び

鑑
賞

の
学

習
内

容
に

つ
い

て
指

導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。

 
音

楽
科

の
学

習
評

価
の

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。
 

音
楽

科
と

背
景

と
な

る
学

問
領

域
と

の
関

係
を

理
解

し
、

教
材

研
究

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

基
礎

的
な

学
習

指
導

理
論

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
場

面
を

想
定

し
た

授
業

設
計

を
行

う
方

法
を

身
に

付
け

て
い

る
か

。
 

 

子
供

の
認

識
、

思
考

及
び

学
力

等
の

実
態

を
視

野
に

入
れ

た
授

業
設

計
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。
 

音
楽

科
の

特
性

に
応

じ
た

情
報

機
器

及
び

教
材

の
効

果
的

な
活

用
法

を
理

解
し

、
授

業
設

計
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

学
習

指
導

案
の

構
造

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
を

想
定

し
た

授
業

設
計

を
行

い
、
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。
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年
版

 【
音
楽
科
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
中
学
校
）
】
 
 
 
―
架
橋
領
域
を
含
む
「
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
」
の
協
働
―

 
到

達
目

標
（

教
職

実
践

演
習

）
 

確
認

指
標

 
項

目
 

学
習

形
態

・
学

習
理

論
 

   教
科

書
の

内
容

を
理

解
し

て
い

る

な
ど

、
学

習
指

導
の

基
本

的
事

項

（
教

科
書

等
の

知
識

や
技

能
な

ど
）

を
身

に
付

け
て

い
る

。
 

   板
書

、
話

し
方

、
表

情
な

ど
授

業
を

行
う

上
で

の
基

本
的

な
表

現
力

を

身
に

付
け

て
い

る
。

 

     子
ど

も
の

反
応

や
学

習
の

定
着

状

況
に

応
じ

て
、
授

業
計

画
や

学
習

形

態
等

を
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。 

 

 音
楽

科
で

必
要

と
さ

れ
る

基
本

的
知

識
 

を
身

に
付

け
て

い
る

か
。

 

     

読
譜

、
記

譜
（

ト
音

記
号

や
ヘ

音
記

号
、

拍
子

記
号

、
音

符
・

休
符

な
ど

）
に

関
す

る
知

識
を

身
に

付
け

て
い

る
。

 

発
達

段
階

に
応

じ
た

発
声

の
知

識
を

身
に

付
け

て
い

る
（

変
声

期
を

含
む

）。
 

曲
種

に
応

じ
た

発
声

の
知

識
を

身
に

付
け

て
い

る
（

民
謡

や
長

唄
な

ど
の

伝
統

的
な

歌
唱

を
含

む
）
。

 

管
・

弦
・

打
楽

器
・

鍵
盤

楽
器

お
よ

び
和

楽
器

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

を
持

っ
て

い
る

。
 

指
揮

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

を
持

っ
て

い
る

。
 

音
楽

の
仕

組
み

(
構

造
的

側
面

)
に

つ
い

て
説

明
す

る
た

め
の

十
分

な
知

見
を

持
っ

て
い

る
。

 

さ
ま

ざ
ま

な
音

楽
的

事
象

に
つ

い
て

説
明

を
的

確
に

行
う

た
め

の
記

号
と

用
語

を
理

解
し

て
い

る
。

 

和
声

法
、

楽
式

、
声

や
楽

器
の

特
性

な
ど

、
作

曲
・

編
曲

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

を
持

っ
て

い
る

。
 

我
が

国
の

伝
統

的
な

音
楽

文
化

お
よ

び
世

界
の

諸
民

族
の

音
楽

に
対

す
る

基
本

的
な

知
見

を
持

っ
て

い
る

。
 

音
楽

史
の

概
要

を
と

ら
え

な
が

ら
、

各
種

音
楽

を
支

え
る

風
土

や
文

化
・

歴
史

と
の

関
わ

り
を

理
解

し
て

い
る

。
 

音
楽

と
他

ジ
ャ

ン
ル

の
芸

術
と

の
関

わ
り

を
理

解
し

て
い

る
。

 

 「
ど

の
よ

う
に

学
ぶ

か
」

 
講

義
、

 
演

習
、

 
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
、

 
実

地
体

験
等

の
工

夫
 

   グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
 

デ
ィ

ベ
ー

ト
、

 
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

 

音
楽

科
で

必
要

と
さ

れ
る

基
礎

的
技

能
を

身
に

付
け

て
い

る
か

。
 

   

リ
ズ

ム
・

音
程

な
ど

、
音

楽
表

現
に

必
要

な
基

礎
的

な
能

力
を

身
に

付
け

て
い

る
。

 
記

譜
に

関
す

る
基

礎
的

な
能

力
を

身
に

付
け

て
い

る
。

 
発

声
法

の
基

礎
を

身
に

付
け

、
表

現
力

豊
か

に
歌

う
こ

と
が

で
き

る
。

 
合

唱
指

導
の

基
礎

的
な

技
能

を
持

っ
て

い
る

。
 

我
が

国
の

伝
統

的
な

歌
唱

の
基

礎
的

な
技

能
を

持
っ

て
い

る
。

 
打

楽
器

、
旋

律
楽

器
（

リ
コ

ー
ダ

ー
や

鍵
盤

楽
器

, 
和

楽
器

、
電

子
楽

器
、
諸

外
国

に
伝

わ
る

楽
器

な
ど

）
の

基
礎

的
な

技
能

を
持

っ
て

い
る

。
 

合
奏

指
導

の
基

礎
的

な
技

能
を

持
っ

て
い

る
。

 
伴

奏
付

け
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
と

技
能

を
持

っ
て

い
る

。
 

歌
い

な
が

ら
伴

奏
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
必

要
に

応
じ

て
移

調
し

て
伴

奏
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
生

徒
の

音
楽

性
を

喚
起

す
る

よ
う

な
伴

奏
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

指
揮

に
関

す
る

基
礎

的
な

技
能

を
身

に
付

け
て

い
る

。
 

音
楽

を
理

論
的

に
分

析
・

考
察

す
る

力
を

持
っ

て
い

る
。

 
理

論
的

な
分

析
・

考
察

力
を

表
現

及
び

鑑
賞

の
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

 
作

曲
・

編
曲

に
関

す
る

基
礎

的
な

技
能

を
持

ち
、

自
己

の
作

品
を

成
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

作
曲

・
編

曲
に

関
す

る
知

識
・

技
能

を
、

教
材

開
発

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

音
楽

史
の

知
識

と
理

解
の

上
で

、
自

分
の

言
葉

で
表

現
で

き
る

。
 

歴
史

的
・

文
化

的
な

考
察

力
を

、
表

現
及

び
鑑

賞
の

指
導

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

発
見

学
習

、
 

問
題

解
決

学
習

、
 

体
験

学
習

、
 

調
査

学
習

等
 

 

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
音

楽
科

の
目

標
及

び
内

容
を

理
解

し
て

い
る

か
。

 

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
音

楽
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

 
表

現
（

歌
唱

、
器

楽
、

創
作

）
及

び
鑑

賞
の

学
習

内
容

に
つ

い
て

指
導

上
の

留
意

点
を

理
解

し
て

い
る

。
 

音
楽

科
の

学
習

評
価

の
考

え
方

を
理

解
し

て
い

る
。

 
音

楽
科

と
背

景
と

な
る

学
問

領
域

と
の

関
係

を
理

解
し

、
教

材
研

究
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

発
展

的
な

学
習

内
容

に
つ

い
て

探
究

し
、

学
習

指
導

に
位

置
付

け
る

方
法

を
理

解
し

て
い

る
。

 

 

基
礎

的
な

学
習

指
導

理
論

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
場

面
を

想
定

し
た

授
業

設
計

を
行

う
方

法
を

身
に

付
け

て
い

る
か

。
 

 

子
供

の
認

識
、

思
考

及
び

学
力

等
の

実
態

を
視

野
に

入
れ

た
授

業
設

計
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。
 

音
楽

科
の

特
性

に
応

じ
た

情
報

機
器

及
び

教
材

の
効

果
的

な
活

用
法

を
理

解
し

、
授

業
設

計
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

学
習

指
導

案
の

構
造

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
を

想
定

し
た

授
業

設
計

を
行

い
、
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。
 

音
楽

科
に

お
け

る
実

践
研

究
の

動
向

を
知

り
、

授
業

設
計

の
向

上
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
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音
楽
科
（
小
学
校
）
教
員
養
成
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
試
案
）
構
造
図

 

音
楽
科
に
お
い
て
児
童
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
、

授
業
の
組
み
立
て
及
び
指
導
・
評
価
の
指
導
力
を
身
に
付
け
る
。

 
 

 

児
童
の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
指
導
力
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音
楽
科
（
中
学
校
）
教
員
養
成
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
試
案
）
構
造
図

 

音
楽
科
に
お
い
て
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
、

授
業
の
組
み
立
て
及
び
指
導
・
評
価
の
指
導
力
を
身
に
付
け
る
。

 
 

 

生
徒
の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
指
導
力
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ラム」で提案した具体的な項目については、構造図
右側「児童・生徒の資質・能力を高める指導力」に
おける「音楽科で必要とされる基本的知識・基礎的
技能」に位置づけた。さらに、「教科専門」と「教
科教育」の架橋、前提としての「児童・生徒が身に
付けるべき資質・能力」との関係性を構造図に示し
た。

4．小分科会による検討

以上の内容を踏まえた上で、日本教育大学協会全
国音楽部門大学部会第42回全国大会（2017年5月
13日、熊本市）において、声楽、鍵盤楽器、管弦
打楽器・指揮、作曲、音楽史のグループに分かれて
小分科会を行った。具体的には、音楽科モデル・コ
ア・カリキュラムについて「各科目の項目が、コア

（教員となる際に最低限必要な基礎的・基盤的な学
修内容）となっているか」「各科目の項目について、
小学校・中学校の関連が図られているか」の観点か
ら、また構造図の構成等についても検討が行われた。
なお、ソルフェージュの項目については、すべての
小分科会で検討することとした。

多面的な検討と自由闊達な意見交換の結果、各小
分科会から具体的な文言の加筆・修正や今後の課題
が提案された。

今後も引き続き検討を要する課題は、以下の通り
である。

・文言の不明確さ
・検討不足の項目
	 ポピュラー音楽、現代音楽、鑑賞領域、身体表現

など
・小学校と中学校の関連、違い
・知識・技能の枠組の再検討（内容の重複に対し

て）と集約
・下位項目の必要性

下位項目を作成するかどうかについては、質疑応
答の際に、音楽科モデル・カリキュラム検討委員会
委員から「各大学の独自性を活かすために、『コア』
の定義も含めて今後も検討が必要である」との回答
があった。つまり、各大学の独自性を生かす観点か
ら、コアの割合や拘束力という課題と併せて下位項
目も検討する必要がある、ということである。

音楽科モデル・カリキュラム検討委員会は、約1
年半かけて2017年版「音楽科モデル・コア・カリキュ
ラム」の提案に取り組んできた。

これまで述べてきたように、2017年版「音楽科
モデル・コア・カリキュラム」及び「構造図」は、
今後も検討を重ねる必要があるだろう。しかし、各
大学でカリキュラムやシラバスを作成するにあたっ
て、本論文で提案した2017年版「音楽科モデル・
コア・カリキュラム」を「コア」として検討した上
で、有効に活用してこそのモデル・コア・カリキュ
ラムであることを忘れてはならないし、各大学の検
討がこのモデル・コア・カリキュラムの改善に役立
つことも大いに考えられるだろう。

本論文において提案した2017年版「音楽科モデ
ル・コア・カリキュラム」が、「多様な社会経験等
の幅広い知見を持つ教員の養成」「教科専門と教科
教育の架橋領域への開発」「実践力に重点を置いた
カリキュラムへの移行」という、求められる教員養
成カリキュラムの方向性への「音楽科の試金石」と
なれば幸いである。
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